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・ダンプトラック等作業用車両の入退場時等には、誘導員を必ず配置し、誘導員は車両の全方向に注
意を払いながら誘導し、運転者は必ず誘導員の指示に従いながら周囲をくまなく確認して、徐行により
通過するなど、慎重に運転操作を行うことを徹底する。
・車止めポール設置箇所を通過する際、ポールへの接触等を極力防止するため、できるだけ多くの
ポールを下げる。
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車止めポールの破損

清掃作業を行うため、4ｔダンプトラックやその他の車両を清掃箇所内に進入させ、作業を開始した。そ
の際、受注者作業員（運転者）が用具に不足が生じていることに気付き、急ぎそれを事務所に取りに
行くためダンプトラックを退場させようとした。　その際、入り口にある４本のポールのうち、運転席から
見て右側２本を開錠して下げ、下げた箇所（幅員約3.6m）を通過しようとしたところ、誤って下げていな
かった３番目のポールに車体の左側を接触させたもの。

運転席から見て当ポールは左下にあったため、視認できにくい状況にあった。この時誘導員の配置は
なされていたが、当誘導員はポールを下げる作業を行った直後に車両右寄りから急ぎ誘導したため
ポールに接触することを判断できなかった。なお、当ダンプトラックが退場を急いだ理由は、後方から
市民の自転車が接近しており、先に通行させようと停車していたが、市民が先に車両が行くよう手で
合図したため、迷惑をかけないよう急ぎ退場しようとしたためである。

清掃作業

接触部

社内安全訓練の実施

作業箇所の入退場時における誘導状況


